
　
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議

事
務
局

日
刊
工
業
新
聞

社

は
８
月

日
、
東
京
都
中
央
区
の
日
刊
工
業
新
聞

社
内
で
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
会
「
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
市
場

拡
大
に
向
け
た
最
新
動
向
―
搭
乗
型
ロ
ボ
ッ
ト
市
場
形

成
の
鍵
を
握
る
動
き
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
を

開
い
た
。
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
非
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
注
目
が
高
ま
る
中
、
搭
乗
型
ロ
ボ

ッ
ト
と
車
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
に
焦
点
を
当
て
、
安
全
技
術

開
発
や
公
道
走
行
に
お
け
る
課
題
と
今
後
の
展
開
な

ど
、
市
場
拡
大
に
向
け
た
最
新
動
向
を
探
っ
た
。

新
産
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
／
ビ
ジ
ネ
ス
構
想
力
向
上
検
討
事
業
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
会

生活支援ロボット最新動向 「
搭
乗
型
」
市
場
形
成
の
カ
ギ

石
黒
　
周
氏
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会
　
幹
事

　
非
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
経

産
省
に
よ
る
と
２
０
３
５
年
に

は
５
兆
円
の
潜
在
市
場
が
あ
る

と
さ
れ
、
日
本
の
新
産
業
分
野

と
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
立
ち
上
が

り
に
手
間
取
っ
て
い
る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
「
セ
ン
シ
ン

グ
、
情
報
処
理
、
駆
動
制
御
技

術
を
統
合
し
た
知
能
機
械
シ
ス

テ
ム
」
と
定
義
さ
れ
る
が
、
そ

の
事
業
化
に
は
重
要
な
視
点
が

あ
る
。
そ
れ
は
顧

客
価
値
を
高
め
る

た
め
に
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
を
組
み
込
む

「
ロ
ボ
ッ
ト
化
」

と
い
う
視
点
で
あ

る
。
非
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
を
単
に
大

量
生
産
型
モ
ノ
づ

く
り
事
業
の
対
象
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
家
電
、
自
動

車
、
福
祉
機
器
な
ど
の
既
存
製

品
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
や
サ
ー
ビ
ス

プ
ロ
セ
ス
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
、
イ

ン
フ
ラ
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
と
い
う

ア
プ
ロ
ー
チ
で
考
え
て
み
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
会
で
は
非
産

業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
題
材
に
、
従

来
の
モ
ノ
づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス
の

課
題
を
洗
い
出
し
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
ビ
ジ
ネ

ス
の
あ
り
方
を
学
ん
で
い
き
た

い
。

非産業用課題洗い出し

生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
４
８
２
と
安
全
検
証
試
験

日本自動車研究所ロボットプロジェクト推進室室長藤川達夫氏
人
と
共
存
、
安
全
確
保
へ
信
頼
性
検
証

つくば市国際戦略総合特区推進部科学技術振興課産業コーディネーター鶴賀孝廣氏 搭乗型ロ
ボ
ッ
ト
の
公
道
実
験
―
規
制
の
特
例
措
置
活
用
と
制
限

「標準化と品質管理全国大会２０１４」

来
月
・
日
開
催

　

月

、

の
両
日
、
東
京
都

千
代
田
区
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ

ル
で
「
標
準
化
と
品
質
管
理
全
国

大
会
２
０
１
４
」
が
開
か
れ
る
。

テ
ー
マ
は
「
日
本
再
生
を
超
え
て

持
続
的
成
長
へ
―
ジ
ャ
パ
ン
ク
オ

リ
テ
ィ
で
飛
躍
と
成
長
」
。
国
際

電
気
標
準
会
議

Ｉ
Ｅ
Ｃ

東
京

大
会
開
催
と
工
業
標
準
化
推
進
月

間

周
年
の
記
念
大
会
と
し
て
、

野
村
淳
二
Ｉ
Ｅ
Ｃ
会
長
の
特
別
講

演
を
予
定
し
て
い
る
。
主
催
は
日

本
規
格
協
会
。
日
刊
工
業
新
聞
社

と
モ
ノ
づ
く
り
日
本
会
議
も
後
援

す
る
。
詳
細
は
日
本
規
格
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
。

アイシン精機　基礎技術開発部技術開発グループ第３チームチームリーダー安藤充宏氏

実験条件の緩和働きかけ

搭
乗
型
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全
技
術
に
対
す
る
取
り
組
み
―
電
動
車
い
す
を
ベ
ー
ス
と
し
た
搭
乗
型
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発

「
安
心
」
面
で
も
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
改
善
必
要

搭乗型ロボットと車のロボット化に焦点を当て、市場
拡大に向けた最新動向を探った

　
生
活
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
導

入
は
と
り
わ
け
福
祉
介
護
へ

の
活
用
で
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
人
と
の
共

存
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
り
、

安
全
が
大
き
な
課
題
だ
。
日

本
自
動
車
研
究
所
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｏ
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
実
用

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て

安
全
検
証
の
手
法
開
発
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
今
年
２
月
、
日
本
が
基
本

構
成
を
提
案
し
た
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
ケ
ア
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
安

全
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
４
８
２

が
発
行
と
な
っ
た
。
機
械
安

全
の
設
計
原
則
に
基
づ
く
が

具
体
的
基
準
値
ま
で
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。

　
安
全
に
つ

い
て
の
考
え

方
は
ま
ず
、

保
護
方
策
に

よ
り
、
リ
ス

ク
を
受
容
可

能
な
レ
ベ
ル

ま
で
低
減
す

る
。
受
容
可

能
な
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
製

造
者
が
判
断
す
る
。

　
合
理
的
で
系
統
的
な
保
護

方
策
を
選
択
す
る
た
め
、
リ

ス
ク
低
減
目
標
を
定
め
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
う
。

リ
ス
ク
は
「
危
害
の
酷
さ
」

と
「
危
害
の
発
生
確
率
」
の

関
数
。
危
害
の
発
生
確
率
は

危
険
源
に
人
が
さ
ら
さ
れ
る

頻
度
・
時
間
、
危
険
事
象
の

発
生
確
率
、
危
害
回
避
・
制

限
の
可
能
性
の
関
数
だ
。

　
こ
う
し
て
リ
ス
ク
見
積
値

を
求
め
、
基
準
を
超
え
て
い

る
危
険
状
態
・
事
象
に
つ
い

て
、
保
護
方
策
を
講
じ
再
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
。

　
保
護
方
策
は
３
ス
テ
ッ
プ

法
に
従
う
。
本
質
的
安
全
設

計
方
策
、
機
能
安
全
を
含
む

安
全
防
護
方
策
、
使
用
上
の

情
報
の
提
供
の
３
段
階
だ
。

本
質
安
全
が
最
優
先
と
さ
れ

て
い
る
。

　
本
質
安
全
は
構
造
の
変
更

な
ど
危
険
源
を
取
り
除
く
対

策
で
あ
る
。
本
質
安
全
に
よ

る
方
策
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
機
能

を
損
な
う
場
合
に
は
、
機
能

安
全
を
含
む
安
全
防
護
方
策

を
検
討
す
る
。
機
能
安
全
は

制
御
を
使
用
し
た
対
策
で
、

リ
ス
ク
は
制
御
の
信
頼
性
に

依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
回

路
や
セ
ン
サ
ー
な
ど
の
ハ
ー

ド
、
制
御
ソ
フ
ト
の
信
頼
性

検
証
が
必
要
と
な
る
。

　
保
護
方
策
に
制
御
を
取
り

入
れ
た
場
合
、
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
か
ら
要
求
安
全
整

合
水
準

Ｓ
Ｉ
Ｌ

を
決
定

し
て
実
現
さ
せ
る
。
要
求
Ｓ

Ｉ
Ｌ
が
高
い
ほ
ど
部
品
、
多

重
化
、
管
理
な
ど
に
高
い
信

頼
性
が
要
求
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
導
入
さ

れ
た
保
護
方
策
は
妥
当
性
確

認
、
検
証
を
行
う
。
そ
の
た

め
の
試
験
機
関
と
し
て
設
立

さ
れ
た
の
が
生
活
支
援
ロ
ボ

ッ
ト
安
全
検
証
セ
ン
タ
ー

だ
。
Ｅ
Ｍ
Ｃ
試
験
、
走
行
耐

久
試
験
、
耐
荷
重
・
耐
衝
撃

試
験
、
障
害
物
検
知
対
応
試

験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
試
験
を

実
施
し
、
信
頼
で
き
る
デ
ー

タ
を
提
供
し
て
い
る
。

　
ア
イ
シ
ン
精
機
に
は

「

し
た
い
こ
と

を

で
き

る
こ
と

に
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
た
「
キ
ー
プ
エ
イ
ブ

ル
」
と
い
う
シ
ニ
ア
対
象
の

生
活
支
援
ブ
ラ
ン
ド
が
あ

り
、
自
立
支
援
と
し
て
電
動

車
い
す
を
手
が
け
て
い
る
。

こ
の
電
動
車
い
す
を
ベ
ー
ス

に
、
屋
内
外
を
シ
ー
ム
レ
ス

に
移
動
可
能
な
近
距
離
モ
ビ

リ
テ
ィ
と
し
て
、
最
高
速
度

を
時
速

に
拡
張
し
た

搭
乗
型
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
を
進
め
て
い
る
。

　
電
動
車
い
す
の
最
高
速
度

の
上
限
は
時
速
６

と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
速
度
の
拡

張
に
は
、
搭
乗
者
、
歩
行
者

の
安
全
性
と
親
和
性
の
確
保

が
不
可
欠
だ
。
そ
こ
で
ま
ず

安
全
分
析
を
実
施
し
た
。
リ

ス
ク
を
分
析
し
、
リ
ス
ク
低

減
策
を
立
案
し
、
再
リ
ス
ク

評
価
を
行
っ

た
。

　
安
全
分
析

の
結
果
、
衝

突
や
転
倒
な

ど
の
リ
ス
ク

回
避
に
つ
い

て
、
ロ
ボ
ッ

ト
に
よ
る
勝

手
な
加
速
・
回
避
操
作
は
行

わ
ず
、
リ
ス
ク
回
避
操
作
は

搭
乗
者
が
行
う
こ
と
と
し

た
。
そ
し
て
、
搭
乗
者
が
リ

ス
ク
回
避
す
る
に
十
分
な
余

裕
、
リ
ス
ク
回
避
余
裕
を
生

み
出
す
た
め
、
速
度
制
限
と

注
意
喚
起
を
行
う
。
こ
こ
が

ロ
ボ
ッ
ト
の
役
割
だ
。

　
速
度
制
限
機
能
は
障
害
物

の
あ
る
方
向
へ
の
移
動
に
対

し
て
の
み
速
度
を
制
限
す

る
。
セ
ン
サ
ー
の
情
報
か
ら

障
害
物
を
判
定
し
、
ジ
ョ
イ

ス
テ
ィ
ッ
ク
操
作
量
か
ら
進

路
予
測
す
る
。
予
測
進
路
内

に
あ
る
障
害
物
ま
で
の
距
離

か
ら
リ
ス
ク
を
算
出
し
、
リ

ス
ク
に
応
じ
た
速
度
制
限
を

適
用
す
る
。
注
意
喚
起
機
能

は
音
・
振
動
に
よ
っ
て
搭
乗

者
に
危
険
を
報
知
す
る
。

　
こ
う
し
て
開
発
し
た
ロ
ボ

ッ
ト
を
評
価
す
る
た
め
、
生

活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
安
全
検
証

セ
ン
タ
ー
と
つ
く
ば
モ
ビ
リ

テ
ィ
ロ
ボ
ッ
ト
実
験
特
区
を

活
用
し
、
性
能
評
価
、
実
証

評
価
を
実
施
し
た
。

　
安
全
性
試
験
で
は
、
衝
突

安
全
性
・
走
行
安
定
性
試
験

で
危
害
を
定
量
把
握
し
、
必

要
な
車
両
走
行
性
能
を
確

保
。
障
害
物
検
知
・
対
応
試

験
で
は
、
静
止
物
・
移
動
体

に
対
す
る
速
度
制
限
要
求
性

能
を
確
認
・
確
保
し
た
。

　
特
区
で
の
公
道
走
行
実
験

は
日
常
生
活
と
観
光
と
い
う

二
つ
の
走
行
シ
ナ
リ
オ
を
設

定
し
、
公
道
走
行
に
お
け
る

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
か
ら

技
術
改
良
の
実
施
と
仕
様
の

妥
当
性
を
検
証
し
た
。

　
公
道
走
行
実
験
で
は
、
搭

乗
者
に
と
っ
て
危
険
・
不
快

を
感
じ
る
な
ど
、
安
心
面
の

リ
ス
ク
レ
ベ
ル
改
善
も
必
要

な
こ
と
が
分
か
る
な
ど
、
収

穫
は
大
き
か
っ
た
。
引
き
続

き
実
用
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
「
生
活
の
質
」
の
向
上
が

求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
労

力
や
道
路
・
環
境
な
ど
の
負

担
が
少
な
く
、
速
度
０
か
ら

歩
く
よ
り
も
速
い
範
囲
を
カ

バ
ー
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ

リ
テ
ィ

Ｐ
Ｍ

の
重
要
性

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｍ
の
評
価
に
は
社
会
的

な
有
効
性
、
歩
行
者
等
と
の

親
和
性
、
安
全
面
な
ど
に
つ

い
て
、
公
道
で
の
実
証
実
験

が
必
要
だ
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｍ

は
道
路
運
送
車
両
法
や
道
路

交
通
法
に
よ
っ
て
、
合
法
的

か
つ
安
全
な
公
道
走
行
が
不

可
能
。
そ
こ
で
公
道
実
験
に

向
け
、
構
造
改
革
特
別
区
域

法
を
活
用
し
た
「
つ
く
ば
モ

ビ
リ
テ
ィ
ロ
ボ
ッ
ト
実
験
特

区
」
実
現
を
目
指
し
た
。

　
２
０
０
９
年

月
に
つ
く

ば
市
が
「
搭
乗
型
移
動
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
公
道
走
行
実
証
実

験
特
区
」
を

国
に
提
案
し

年
１
月
に

承
認
。
つ
く

ば
市
、
内
閣

府
、
警
察

庁
、
国
土
交

通
省
で
実
施

要
件
を
協
議

し
、

年
１
月
に
特
区
メ
ニ

ュ
ー
に
決
定
し
た
。
そ
れ
を

受
け
同
年
２
月
に
つ
く
ば
市

の
特
区
計
画
を
申
請
し
同
年

３
月
認
定
、
同
年
６
月
に
公

道
実
験
が
始
ま
っ
た
。

　
実
験
は
、
実
験
エ
リ
ア
の

表
示
、
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
な
ど

で
通
行
範
囲
を
明
示
し
た
幅

員
３

以
上
の
歩
道
の
み
走

行
可
能
、
現
場
責
任
者
と
保

安
要
員
の
常
駐
な
ど
が
条
件

と
さ
れ
た
。
特
区
で
運
行
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
は
保
安
基
準
緩

和
認
定
、
ロ
ボ
ッ
ト
用
ナ
ン

バ
ー

課
税
標
識

取
得
、

自
賠
責
保
険
加
入
な
ど
の
手

続
き
が
必
要
だ
。
道
路
使
用

許
可
も
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
間
、
国
交
省
が
自
動

車
に
該
当
す
る
特
区
ロ
ボ
ッ

ト
は
小
型
特
殊
自
動
車
と
し

て
扱
う
と
し
た
り
、
警
察
庁

が
道
路
使
用
許
可
の
対
象
行

為
に
ロ
ボ
ッ
ト
の
実
証
実
験

を
加
え
た
り
と
、
国
か
ら
の

配
慮
も
あ
っ
た
。

　
公
道
実
験
の
結
果
、
歩
行

者
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

一
部
否
定
的
な
意
見
も
あ
っ

た
が
、
お
お
む
ね
許
容
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
実
験
開
始
か
ら
１
年
半
経

過
後
、
実
験
条
件
緩
和
を
要

望
し
た
。
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
の

設
置
不
要
、
横
断
歩
道
の
搭

乗
通
行
は
認
め
ら
れ
た
が
、

保
安
要
員
の
配
置
、
搭
乗
者

の
運
転
免
許
所
有
義
務
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
要
件
と

さ
れ
て
い
る
。

　
当
初
つ
く
ば
市
、
産
業
技

術
総
合
研
究
所
、
日
立
製
作

所
、
セ
グ
ウ
ェ
イ
ジ
ャ
パ
ン

で
発
足
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
特
区

実
証
実
験
推
進
協
議
会
は
今

年
８
月
現
在
で

の
企
業
や

自
治
体
、
研
究
機
関
な
ど
が

参
加
し
て
お
り
、
関
心
が
広

が
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
実

験
条
件
の
緩
和
を
働
き
か

け
、
よ
り
実
用
に
近
い
条
件

で
の
実
験
を
進
め
た
い
。

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 ９月２９日 月曜日 　　


